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1．はじめに 

	 ドジョウ（Misgurnus anguillicaudatus）は，日本全土および中国大陸や朝鮮半島に生息する淡水魚であ

る．本種は，国内における希少大型鳥類の重要な餌資源であり，本種の個体数の確保は重要な課題とな

っている．しかしながら，本種は 2015年には環境省レッドリストにDD（情報不足）として掲載されて

おり，農薬の使用による生息環境の悪化が指摘されている．ここで指す農薬使用による影響については，

具体的な薬剤は示されておらず，加えて，本種や餌資源を含む水生生物に対する影響は不明である．農

薬の生態影響を捉えるためには，近年では室内毒性試験のみならず，野外環境における影響評価試験と

して，例えば隔離水界による擬似生態系を用いた試験系であるメソコスム（Mesocosm）試験が，野外環

境中の生物群集に対する影響評価手法の応用として注目されている．そこで，本研究では，メソコスム

試験により，宮城県の環境保全米の推奨薬剤に指定されている育苗箱施用殺虫剤の有効成分を曝露させ

て，ドジョウの放流環境下における水生生物への影響評価を実施した． 

 

2．材料と方法 

	 本試験の供試個体は，宮城県仙台市坪沼地域を流れる名取川水系の小河川から採捕された個体を用い

た．採捕個体は電子ノギスを用いて標準体長（以下，SL）を計測し，久保田（1965）に基づき，求めら

れた SL から成長段階を未成魚（50≦SL＜80）および成魚（80≦SL）に区分した．試験には，未成魚 9

尾，成魚 4尾の計 13尾を 1組として使用した． 

	 メソコスム試験の概要は次の通りである．試験には，FRP製 300Lタンク（直径 100cm×高さ 45cm；

以下，試験装置）を用い，過去 8年間農薬成分が使用されていない宮城大学実験圃場（仙台市太白区；

以下，実験圃場）の土壌（LiC）を 75L，水道水を 150L充填し，1週間経過後に 1組ドジョウと薬剤を

投入した．試験装置は実験圃場の無農薬水田の畦畔に設置した．本試験で使用した薬剤は，宮城県内の

環境保全米の栽培指定の殺虫剤成分であるクロラントラニリプロール（以下，Chl）とフィプロニル（以

下，Fip）の 2 剤を選定した．薬剤の濃度は，試験環境の土壌性等に大きく影響するため，本試験では，

各薬剤の HC5（Hazardous concentration，生

物群の 5%の種が影響を受ける濃度）を低

濃度区，HC50を高濃度区として扱い，Nagai

（2016）に基づき，標準物質（和光純薬工

業）をアセトン溶解させた水溶液が試験装

置 150Lに対して，各薬剤の低・高濃度の濃
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度（Table）になるように生成し，試験装置へ

投入した．  

	 ドジョウは放流 8 週目に回収するため，ペ

ットボトル製トラップを用いて，放流 7 週か

ら 9 週目まで採捕を実施した．水生生物群集

は 2 週間おきに調査を実施し，動物プランク

トン調査，水生動物調査，付着動物調査および

ベントス調査により採捕された生物種を同定

し，R（Ver. 3.3.2）による PRC解析を行い，解

析期間を曝露・放流10週目までとして扱った． 

 

3．結果と考察 

	 ドジョウを放流10週目までの期間における

各条件の PRC解析の結果を Fig.に示す．すな

わちドジョウを放流した薬剤未投入のコント

ロール区と比較し，薬剤投入から 10週間の期

間中に影響を受けた（増加・減少）種は以下の

通りである．  

	 まず，Chlの低濃度区はコントロール区と比

べて，減少傾向を示した種は確認されなかっ

た．一方で，増加傾向を示した種は，ヒラマキ

ガイ科ヒラマキガイモドキ（ Polypylis 

hemisphaerula），ミズムシ科コミズムシ

（S.substriata）幼虫，カ科ハマダライエカ

（Culex orientailis）幼虫，ユスリカ科ユスリカ

（Chironomidae spp.）とカ科（Culicidae spp.）

幼虫の 5種が示された．同剤の高濃度区にお

いては，増加傾向の種はハマダライエカ幼虫，

ユスリカ科ユスリカ，カ科幼虫およびコミズムシ若虫幼虫の 4種であった．続いて Fipでは，低濃度区

および高濃度区において，減少傾向である種としてコカゲロウ科コカゲロウ（Baetis_spp.）若虫の１種が

確認された．一方で，増加を示した種はミジンコ科タマミジンコの 1種類のみであった． 

	 ドジョウは水生昆虫やプランクトン類を摂取すること（久保田, 1961）が知られており，以上の結果に

より，本種の保全を考えた場合，環境保全米の指定農薬の Fipおよび Chlの 2剤のから 1剤を選定する

場合は，Chlが保全に望ましい剤と考えられる．  
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Fig. PRC 解析の結果 
(a)：低濃度区; (b)：高濃度区 
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